
一
、
は
じ
め
に

福
井
県
は
、
本
州
日
本
海
側
の
ほ
ぼ

中
央
に
あ
っ
て
、
日
本
海
と
石
川
県
、
岐

阜
県
、
滋
賀
県
、
京
都
府
の
４
府
県
に

接
し
て
お
り
、
敦
賀
市
東
部
の
木
ノ
芽
峠

を
境
と
し
て
北
を
嶺れ

い

北ほ
く

、
南
を
嶺れ

い

南な
ん

と

呼
ん
で
い
ま
す
。

冬
期
は
雪
や
雨
と
な
る
日
が
多
く
、

年
降
水
量
は
２
０
０
０
㎜
、
山
間
地
な
ど

の
多
い
と
こ
ろ
で
は
３
０
０
０
㎜
で
、
全

国
的
に
見
て
も
多
雨
地
帯
で
す
。
地
域

的
に
は
、
嶺
南
地
方
は
嶺
北
に
比
べ
温
暖

で
、
降
水
量
も
少
な
い
の
が
一
般
的
で
す
。

農
村
地
域
に
お
い
て
は
、
水
田
等
の
農

地
の
ほ
か
、
用
水
路
と
い
っ
た
多
様
な
環

境
が
有
機
的
に
連
携
し
、
多
く
の
生
物

相
が
育
ま
れ
豊
か
な
自
然
環
境
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

持
続
的
発
展
が
国
際
社
会
の
目
標
と

な
る
中
、
豊
か
な
農
村
環
境
は
農
業
の
持

続
的
発
展
の
た
め
に
は
不
可
欠
で
あ
り
、

農
業
農
村
整
備
事
業
の
実
施
に
お
い
て

も
、
持
続
的
に
環
境
へ
の
配
慮
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
本
稿
で
は
、
福
井
県

の
農
業
農
村
整
備
事
業
に
お
け
る
環
境

配
慮
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

二
、
福
井
県
に
お
け
る

　
　
　
　
　

環
境
配
慮
の
取
組

平
成
13
年
の
土
地
改
良
法
の
改
正
以

降
、
土
地
改
良
事
業
の
施
行
に
当
た
っ
て

は
「
環
境
と
の
調
和
へ
の
配
慮
」
が
事
業

実
施
の
原
則
と
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成

14
年
６
月
に
学
識
経
験
者
や
専
門
家
を

交
え
た｢
福
井
県
農
業
農
村
整
備
事
業

環
境
配
慮
検
討
会
議｣

（
以
下
、「
環
境
配

慮
検
討
会
議
」）
を
設
置
し
、
生
態
系
等

の
環
境
保
全
に
関
す
る
指
導
・
助
言
を

受
け
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
意
向
を

反
映
し
た
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

三
、
環
境
配
慮
検
討
会
議
の
概
要

福
井
県
で
は
、
主
に
図
１
に
示
す
よ
う

な
過
程
に
し
た
が
っ
て
、
環
境
配
慮
工
法

の
導
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
事
業

計
画
時
に
お
い
て
、
採
択
３
年
前
か
ら
検

討
会
議
が
必
ず
開
催
さ
れ
、
各
事
業
対

象
地
区
に
お
け
る
環
境
配
慮
事
項
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
会
議
の
場
で
は
、
対
象
地
区
ご
と
に

関
係
事
務
所
職
員
自
ら
生
息
・
生
育
す

る
動
植
物
の
概
要
を
調
査
し
、
対
応
す
る

環
境
配
慮
工
法
・
手
法
を
含
む
環

境
配
慮
事
項
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
も
と
に
学
識
経
験
者

ら
が
意
見
聴
取
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
、
地
区
ご
と
に
環
境
配
慮
計

画
が
整
理
さ
れ
、
各
地
区
の
担
当

者
は
、
そ
れ
を
基
に
各
事
業
計
画

に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、
事

業
着
手
前
に
受
益
者
に
対
す
る
環

境
配
慮
事
項
に
関
す
る
説
明
と
、

受
益
者
の
意
見
を
聞
き
取
る
場
で

あ
る
地
域
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
事
業
採
択
後
に
は
、
外
部
委

託
に
よ
る
生
物
調
査
等
に
よ
り
得

ら
れ
た
結
果
か
ら
、
事
業
地
区
ご

と
に
概
略
の
対
策
工
法
を
環
境
配

慮
検
討
会
議
に
諮
り
、
実
際
の
設

計
・
施
工
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
環
境
配
慮
検
討
会
議

で
は
、
調
査
で
得
ら
れ
た
当
該
地

区
に
生
息
・
生
育
す
る
動
植
物
の

情
報
を
受
益
者
に
提
示
し
た
う
え

で
、
環
境
配
慮
工
法
の
内
容
及
び

配
置
す
る
位
置
の
検
討
や
維
持
管

理
計
画
を
協
議
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
作
業
過
程

図1　環境配慮検討会議フロー
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に
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に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
種
々
の
会
合
は
、

農
業
土
木
関
係
者
と
動
植
物
・
魚
類
等

の
専
門
家
を
交
え
て
、
保
全
工
法
や
手

法
を
議
論
す
る
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。

四
、
環
境
配
慮
事
例
の
紹
介

今
回
、
紹
介
す
る
地
区
は
、
区
画
整

理
を
行
い
生
産
性
の
高
い
優
良
農
地
を
確

保
し
、
農
業
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
で
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
か
ら
令

和
７
年
に
か
け
て
、
整
地
工
、
暗
渠
排

水
工
１
４
７
・
３
ha
、
道
路
工
２
２
・
０

㎞
、
用
水
路
工
２
４
・
６
㎞
、
排
水
路
工

１
８
・
４
㎞
等
を
行
う
大
区
画
ほ
場
整
備

で
の
環
境
配
慮
事
例
で
す
。

県
内
で
も
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
応
し
た

先
進
的
な
地
区
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お

り
、
大
規
模
経
営
体
の
設
立
に
併
せ
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
自
動
給
水
栓
、
タ
ー
ン

農
道
、
地
下
水
位
制
御
シ
ス
テ
ム
、
排
水

路
の
暗
渠
化
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
用
施
設
の
工

事
に
先
立
ち
、
生
き
物
調
査
に
よ
り
確

認
さ
れ
た
重
要
な
植
物
（
コ
ウ
ホ
ネ
、
イ

チ
ョ
ウ
ウ
キ
ゴ
ケ
、
シ
ャ
ジ
ク
モ
等
）
に

つ
い
て
、
表
土
ご
と
採
取
を
行
い
、
施
工

の
影
響
の
な
い
場
所
に
保
管
し
、
工
事
後

に
ビ
オ
ト
ー
プ
ま
た
は
、
地
区
内
適
地
へ

移
植
を
行
い
ま
し
た
。

魚
類
（
ド
ジ
ョ
ウ
、
キ
タ
ノ
メ
ダ
カ
）

を
始
め
と
す
る
水
生
動
物
に
対
し
、
排

水
路
の
一
部
の
区
間
に
、「
深
み
」、「
開

口
」
を
設
置
し
、
生
息
環
境
を
創
出
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
両
生
・
爬
虫
類
に
つ
い
て
は
、

確
認
さ
れ
た
排
水
路
の
一
部
の
区
間
に
、

標
準
断
面
に
比
べ
大
型
の
フ
リ
ュ
ー
ム
を

設
置
す
る
こ
と
で
、
排
水
路
に
落
下
し

た
個
体
（
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
）
が
這
い
上

が
れ
る
脱
出
経
路
と
し
て
の
ス
ロ
ー
プ
工

（
図
２
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ビ
オ
ト
ー
プ
に
つ
い
て
、
地
元
小
学
校

の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
児
童
が
ほ
場
整

備
事
業
・
水
田
の
多
面
的
機
能
に
つ
い
て

学
ぶ
と
と
も
に
、
ビ
オ
ト
ー
プ
の
原
案
づ

く
り
（
図
３
、
４
）
に
参
加
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。（
こ
の
取
組
は
地
元
の
新
聞
等

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
農
村
の
持
つ
多
面
的

機
能
に
つ
い
て
県
民
に
も
広
く
伝
わ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。）

そ
の
後
、
そ
の
原
案
を
基
に
設
計
を
行

い
、
地
域
内
の
学
識
経
験
者
、
関
係
土
地

改
良
区
お
よ
び
地
元
関
係
者
と
の
協
議
を

重
ね
、令
和
４
年
度
中
に
施
工
を
予
定
し
、

当
地
域
に
生
息
す
る
様
々
な
生
物
の
重
要

な
拠
点
と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

五
、
終
わ
り
に

本
県
に
お
い
て
、
環
境
配
慮
検
討
会

議
が
設
置
さ
れ
、
約
20
年
目
と
な
り
、

そ
の
間
に
多
く
の
地
区
に
お
い
て
、
環
境

配
慮
対
策
が
実
施
さ
れ
、
環
境
配
慮
手

法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
は
毎
年
蓄
積
さ
れ
て
い
ま

す
。現

在
、
蓄
積
さ
れ
た
事
例
が
多
く
な
っ

て
き
た
こ
と
か
ら
、
検
討
会
の
委
員
の

方
々
よ
り
、
竣
工
し
た
生
態
系
配
慮
施
設

の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
充
実
化
を
指
摘
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
事
業
完
了
後

の
環
境
配
慮
施
設
の
不
具
合
の
未
然
防

止
を
図
る
た
め
、
事
業
途
中
で
の
環
境
配

慮
施
設
の
検
証
を
行
う
な
ど
、
効
果
的

な
手
法
を
目
指
し
検
討
を
し
て
い
る
状
況

で
す
。

ま
た
、
今
回
の
地
元
の
教
育
機
関
や

地
域
と
協
働
し
た
ビ
オ
ト
ー
プ
づ
く
り
は
、

地
域
の
生
態
系
の
保
全
や
そ
の
活
用
を
通

じ
た
地
域
資
源
と
し
て
の
意
識
の
醸
成
に

つ
な
が
り
、
環
境
配
慮
施
設
の
継
続
的
な

維
持
管
理
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業

農
村
整
備
事
業
等
を
契
機
と
し
た
地
域

の
環
境
保
全
の
取
組
を
魅
力
的
で
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
調
査
計
画
の
段
階
か
ら
、
地
域
住
民

の
み
な
ら
ず
、
関
係
行
政
機
関
、
土
地
改

良
区
、
環
境
団
体
等
の
多
様
な
主
体
の

参
画
を
得
て
地
域
づ
く
り
の
構
想
を
作
成

し
、
地
域
全
体
で
共
通
意
識
を
継
続
的

に
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
様
な
生
物
が
暮
ら
す

豊
か
な
農
村
を
持
続
し
て
い
く
た
め
、
地

域
の
特
性
や
生
息
す
る
生
物
の
生
態
を

考
慮
し
た
環
境
配
慮
対
策
に
取
り
組
み
、

未
来
を
担
う
次
世
代
の
子
供
達
へ
引
き

継
い
で
い
き
た
い
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
２
０
２
２
年
11
月
受
稿
）

図3　地元小学校での授業風景

図2　スロープ工

図4　ビオトープ原案（児童作成）
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